
第 4 章 シンポジウム報告 

 

シンポジウム「拡がっていく数学－社会からの期待」報告 

日時：平成 22 年 2 月 22 日（午後）、23 日（全日） 

場所：東京大学大学院数理科学研究科大講義室 

主催：九州大学・東京大学・新日本製鐵株式會社・社団法人日本数学会 

  （文科省委託事業「数学・数理科学と他分野の連携・協力の推進に関する調査・検

討~第 4 期科学技術基本計画の検討に向けて~」） 

後援：日本応用数理学会・統計関連学会連合 

 

 

本委託事業の最終報告書をまとめるに際して、問題点や提言案を広い範囲の聴衆、関係

者に説明し、それをもとに議論を行い、意見を収集するために表記のシンポジウムを開

催した。シンポジウム初日は、背景と趣旨説明、委託事業における調査の報告、政策提

言案の説明、産業数学の事例紹介、そして基調講演からなり、2 日目は数学・数理科学

コミュニティ、産業界ならびに関連分野からの講演、及び、最後にパネルディスカッシ

ョンを行った。 

 

パネルディスカッション「数学と他分野・産業界との連携」では、パネリストからの報

告や意見発表のあとで政策提言案を巡って議論がなされた。聴衆からも好意的なコメン

トが出、提言案について、それが重要であるという基本認識がなされた。 

 

 

 

シンポジウム『拡がっていく数学－社会からの期待』 

 

 2 月 23 日(火) 第 4 部 パネルディスカッション【数学と他分野・産業界との連携】 

  （14:55－17:00，東京大学大学院数理科学研究科大講義室） 

 

司会：大島 利雄（東京大学大学院数理科学研究科長） 

 

＜パネリスト＞ 

青木 玲子（一橋大学経済研究所教授、総合科学技術会議議員） 

石井志保子（東京工業大学大学院理工学研究科教授、日本学術会議会員） 

木村 英紀（理化学研究所、BSI-トヨタ連携センター長） 

-357-



西浦 廉政（北海道大学電子科学研究所教授、JST 研究領域総括） 

三井 斌友（同志社大学理工学部教授） 

森田 康夫（東北大学教養教育院総長特命教授） 

森本 典繁（日本アイ・ビー・エム株式会社 理事・東京基礎研究所所長） 

若山 正人（九州大学大学院数理学研究院長） 

 

＜質問者＞ 

(1) 質問者 A 

(2) 質問者 Bアイ・ビー・エムに所属していた．産業連関表の行列構造について研究． 

(3) 国友直人（東京大学大学院経済学研究科教授） 

(4) 高田（旭硝子） 

(5) 林（東京大学理学部数学科 3年） 

(6) 質問者 C（翻訳会社サン・フレア．以前，ロッキード社に勤務） 

(7) 小笠原（早稲田大学） 

(8) 渡辺（東京大学大学院数理科学研究科の院生，博士課程） 

 

 

大島：数学が拡がると言いますが，他の分野も含め，点ではなく広く満遍なく重なれば

良いと思う．このパネルディスカッションでは，文部科学省の委託事業における最終的

な政策提言のため，数学・数理科学と他分野の連携・協力を進める方策などを中心に議

論をしていただきたい． 

青木：現在，科学技術基本計画は，第 3期の最後の年を迎えるところで，第 4期計画の

テストケースとも考えられる．これまでの状況として，研究費目では，基礎研究を中心

に，若手サポート・新領域の形成など基本的な構想が保たれていて，産学連携関連の重

要性も認識され，今後強化される見通しである．産学連携については文部科学省と経済

産業省を中心に行われてきた．当面の課題としては，第 3期の最終年度であり，新政権

の経済戦略も考慮すべきである．国際面も含め，基礎研究にグリーンイノベーション・

ライフイノベーションを併せた問題解決型の科学技術政策となるだろう． 

個人的な意見だが，学問の重要性を世の中の人に積極的に説明しなくてはならない．

学会というのは需要（産業界）と供給（大学研究者）の関係を良く判っていて，産学官

のフィードバックコミュニケーションの担い手になれると思う． 

石井：これまで数学は，他の学問の分野や社会の様々な問題に応用されてきた．その中

で，最初から他分野・社会のニーズから発展したものは少ない．すぐには役に立たなく

ても，数学独自の興味や問題意識で数学を進化させることが，連携にも重要だ． 

 一方，他分野などからの触発による数学の発展はますます期待される．連携の要請に

協力を惜しまないことが大切だ．他分野の分野横断的な視点に魅力もある． 
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木村：産業界には理論的な成果を受け入れる素地が少ない．制御理論では，様々な分野

の数学を使ってきたが，以前は産業界から見向きもされなかった．それが，オイルショ

ックなどの危機や，いくつかのブレークスルーの結果，ニーズが生まれてきた．他の分

野でも，理論と実際のギャップがあり，数学においても厳しいということを考えた方が

良い．また，数学離れが激しい．拠点を作る場合には重要な課題となるだろう． 

西浦：我々数学者は頭の中に膨大な数学の知識の蓄積を持っており，直面している様々

な問題に対して，責任を持ってつないでいく人材が問題だ．拠点の運営ではそういう役

目・対応のできる人材の育成が必要だが，産業界の方からもコメントをもらいたい． 

三井：身近な話だが，機械工学専攻の院生に，1次元の逆問題について質問をされたこ

とがあった．その中で，彼が関数という概念やソフトウェアの基礎となる概念を理解し

ていないことに気付いた．しかし，関数概念が身に付けば，さらに高度なことが期待さ

れる．実際の問題はこんなに簡単ではないが，産業界の応用での数学の小さな活用が，

大きな次の仕事につながる可能性がある．そういう役立て方もあるのではないか． 

森田：数学と社会の関係を見ると，経済的なことでの必要に始まり，科学を語る言葉と

しての数学の役割を経て，最近は社会への応用が出てきている．日本では，古くから読

み書きそろばんが重要と言われ，高度成長期にも入試のために勉強していたが，最近は

崩れてきている．一般的に数学は美しいが世の中の役に立たないという意見が支配的で，

一方，数学者にも数学に対する純粋さが評価されることもあった．企業では，計算機と

の関係から数学の重要性を理解していた． 

 問題は日本の数学の発展の歴史にあると思う．例えば、日本で最初に世界的な研究を

行った高木貞治先生は数学の応用に理解を示していたが，周辺の人々が数学の応用に関

して間違ったことを広めた可能性があり、今の数学の現状に繋がっている． 

森本：1つ目に，人材の問題がある．一般的な数学のレベルが落ちていて，産業の中で

は，技術を生む方だけではなく，受ける方のレベルが低いということもある．教育の問

題，そして人材の待遇改善の問題があり，国際間での人材の輸出入による全体的な向上

ということも必要だ．2 つ目に，数学の理論を作りだすだけでなく，現場で使うこと，

実学としての面も大事だろう．3つ目は，知財の問題だ．数学や最適化は費用対効果が

低いと言われる．そこで知財のプロテクトが重要になる．特許の数を増やすだけでは質

が落ち，競争力が失われる．特許に応じて共有したり，プロテクトしたりするといった

戦略が必要だ． 

若山：九州大学の数理学研究院において，博士人材の社会での活躍を目指し，21 世紀

COE からグローバル COE に至る取り組みをしてきたこともあって，私が委託事業の代表

をやっていると思う． 

 提言の第一である拠点の形成において，諸分野，産業界，数学の人に「見える場所」，

交流の場所を作ることで，その中で評価基準や人材育成が確立されると思う．多様な拠

点の模索から，10 年後には恒常的なものを目指している． 
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 問題解決型の科学技術では，特に数学が貢献でき，若い人材の活躍の場が広がり，社

会に評価されることで，ポジティブに研究できる場が生まれると思う． 

大島：今回のシンポジウム・委託事業で大事なのは，具体的な提言と，その実現だと思

う．一番大きなものは拠点で，いろいろな提案があったが，ご意見をいただきたい．  

石井：数学者自身の問題意識に基づいての研究も大事であり，他分野との連携も大事だ

が，一人で両立させるのは簡単ではなく，その大切な両輪を数学者全体で担っていかな

ければいけない．そのため，数学者の量的な不足に対する意味で，拠点が大事だと思う． 

三井：研究拠点を作って，数学をコアにいろんな分野と連携して研究計画を推進する場

合に，中心になる人の役割が非常に大きくなるだろう．このような役割は，これまで数

理科学の世界では経験が少なく，そういう人材の育成が研究拠点形成の上で一つのミッ

ションになると思う．  

大島：調査の中で，IPMU（数物連携宇宙開発機構）では，機構長の村山さんが，建物の

設計などの含め，非常に強力に連携を図っていた．中心になる人は重要だ．  

青木：中心になる人というのは，数学の素養があり，プロジェクトマネージャーという

人で，海外では発達しており，私も研究や研究のプロポーザルで手伝ってもらった経験

があり大事だ．一方，日本では，人材を育成してもキャリアパスがはっきりせず難しい． 

三井：新しい取り組みでも，キャリアパスについて明らかではない．そういった人材の

必要性が認識された段階である． 

西浦：さきがけの領域会議で同じ議論があったが，コーディネーター役の人材の育成に

は，顕彰制度を広げて，数学の専門的な研究以外で一定の役目を果たしたことに対して

も，積極的な評価が必要である．また，他分野・産業界とコラボレートするには，それ

ぞれが求めるもの，価値観などの文化の壁を捉えて，どうすれば穴を開けられるか積極

的に考えなければならない． 

森本：クロスカルチャーの人材は重要で，私の会社の中でも重宝している．アメリカで

は再チャレンジによって，マルチな人が当り前にいる．日本がそうなるのは長期的な話

として，短期的なものでは，既にクロスカルチャーになっている人を見つけ出して活用

する方法がある．また中期的なことでは，企業と大学の行き来を自由にすることが良い

と思う． 

木村：理研とトヨタ自動車の包括連携という，産研協同の経験の中で，いろいろな違い

があっても，大事なことは人間同士が理解し合うということだと感じている．また，拠

点を作るときに，数理解析研究所での経験や総括は非常に重要だと思う．ただし，数学

者の自分の分野への入れ込みと，応用数学への消極的な態度が残っている恐れがある． 

若山：拠点の中で，研究者として参画する人の中から将来のコーディネーター人材が生

まれることを考えており，CREST，さきがけの研究者にも期待している．一方，数学・

数理科学の研究者は，その重要性や価値を，社会の人に説明するのが得意ではない．そ

れに関して助言などをいただきたい． 
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青木：数学者は自分たちの問題意識で進めている．そこで，他分野・産業界などから問

題を持ってきたときに耳を傾ける姿勢，問題を定式化すること，またその窓口を拠点に

担ってもらいたい．拠点での研究課題でも経済界・産業界に募ってから取り組むような

環境作りをして欲しい． 

森本：実社会の本当にある問題を扱うことが重要だと思う．さらに，問題のモデル化の

部分で共有できる形にすると，皆で取り組めて知の共有もしやすいと思う． 

西浦：クエスチョンセンターとしての機能も重要だが，数学者に何ができるかを積極的

に出していくことができて，両方のベクトルがぶつかるようになれば最も望ましい． 

大島：連携では，お互いのコミュニケーションが一番大事だと思う．お互いに発信する

こともあるが，まずは何らかの形で接触できる機会があれば良いのではないか． 

森本：提言の案にある，世界に開かれた，また海外との連携について聞きたい． 

若山：まずは，コミュニケーションが源泉になると考えている．そのときに世界のトッ

プレベルの研究者を招聘し，他分野・産業界の方と一緒に研究集会，共同研究をやって

いくことから始めたい．また，各地の優秀な数学者の招聘や，アジアなどからの若い研

究者の招聘，そして他分野・産業界での未解決問題の具体的な解決を目指すワークショ

ップであるスタディグループなど，世界に開かれたものに取り組んでいく．一堂に会す

る機会，両者の多極的な協力が世界的な取り組みでも大事だと思う． 

大島：補足として，世界のトップのことを自由に見られる場が，若い研究者にとって，

視野を広げたり，研究を飛躍させたりするときに必要だと思う． 

木村：多様にやるだけでは焦点がぼやけてしまう恐れがある．科学技術計画での課題解

決型ということを踏まえて，数学がベースとなる大きな問題を柱としてはどうか． 

若山：その通りのことを考えていて，課題解決型のものとして年次プロジェクトやスタ

ディグループがある．まず多様な拠点を作り，それぞれでいろいろな取り組みをやりた

い． 

大島：拠点における，さきがけ・CREST などとの協力に関して意見はないだろうか． 

三井：拠点は，さきがけ・CREST を強めた形として捉えられる．現在，それらの経験で，

いろいろな萌芽が見えてきたところで，この機を逃さずに，先の 10 年を見越しながら

拠点を作ることが必要だ．研究課題については，いろいろな提起がなされていて，積極

的に受け入れられ進められるという希望が持たれる． 

森田：拠点の人材の確保について，さきがけなどの人材や，博士号取得者のキャリアパ

スとして考えられるが，多くの拠点ができれば人材の確保が非常に問題になるのではな

いか． 

若山：教員数の減少に対して，教育を強化したい気持ちも強い．その意味で，拠点によ

ってオーソライズされ，パートタイム的に所属するという形の運営が出発点になると思

う．  

西浦：オーソライズされた場が極めて重要だ．イニシアチブが取れ，協力してもらいな
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がらスタートできること，また耳に入ることや，経験者，特に若い研究者が育つことで

ポジティブフィードバックが期待できる．JST は協力したいと思っている．CREST の代

表者の経験などが将来の拠点を支えていくだろう． 

大島：誤解のないように言うが，拠点や場というのは，建物を指すわけではない． 

若山：産業界からの協力・利用の可能性を聞きたい． 

森本：投資や人の投入について，会社にとって価値があるかという判断になる．一方で、

会社の直近の利害が絡む問題よりも、産業界全体が必要な基礎技術や考え方などを数学

界から出していただくことが重要であり，人などを投資して研究する価値がある．大学

との連携では知財などの障害が大きく，環境整備が必要だ．一方，数理科学や先進的な

アルゴリズムなどへの需要が伸びている．データが溢れているが，複雑化して解析が困

難になっている．投資対効果などで，企業のモチベーションは高い． 

大島：企業との連携で，数学・数理科学などの分野への要望はあるか． 

森本：技術の引き出しを持ち，社会的な問題に興味を持って挑戦することが重要だ．自

分の技術を押し売りに行くのではなく，むしろ相手の問題に対するプロデュース機能が

必要となる．加えて，自分の専門知識を極めないと技術を使ってもらえないということ

もある．両方が必要で，難しいところだ． 

木村：数学者は論理に強く，信頼している．問題の意味合いや難しさと，場合によって

アプローチの定義をしてくれることがあった．そういう助言がありがたい． 

大島：拠点では，いろいろ自由に集まる場が必要だと思う． 

（以下，会場からの質問と回答など）  

質問者 (1)：物事の仕組みを数理的な仕組みとして捉え，定式化して解く場合，数学の

概念・道具が有力になる．数学者は数学の問題に向けての活動を主にしてきたが，生き

た知識として活用して欲しい．拠点では，布教ではなく，一緒に物事を作っていく，数

学する心を創るような場になるよう頑張ってもらいたい． 

質問者 (2)：自分のやっている産業連関表の行列構造について，日本の企業では理解さ

れないことが多く，それは教育に問題があった．数学教育では，それを使う意義・現象

などに時間を使って，慣れてから高度なものを教えて欲しい．物づくりで韓国に勝てな

くなっているが，数学で挽回して欲しいと思う． 

大島：今回は議論をしなかったが，教育が非常に大事だと思っている． 

質問者 (3)：アメリカの統計学科では，コンサルティングという，自分の学問より，お

客さんの問題を一緒に考えることが重要視されている．その方向性が大事だ．小さなユ

ニットで終わるのではなく，統計数理研究所などと連携して，より大きなインパクトを

与える形が良いと思う． 

若山：多様な拠点には，数理解析研究所や統計数理研究所を広げる形という可能性もあ

る． 

質問者 (4)：まず，10 年先の共有できるビジョンを議論する場が必要だと思う．数学
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の技術を，産業界や社会からの要求から判りやすい形で整理して欲しい．また，産学の

連携では分野間を繋ぐ翻訳者のような人材が必要だが，産学では考え方が異なるのでど

ういう人が必要かをはっきりさせてほしい．数学界のほうでそのような人材は少ないで

あろうし、そのような人材もすぐ育つわけではないので、当面はここにいる人が担わな

くてはならないであろう．以上の点も具体的に提言に入れて欲しい．そして，キャリア

パスの問題では若い担い手のモチベーションを，数学の美しさだけではなく，数学の応

用などでも持たせられると思う．そのためにも，インパクトのある課題で，共同での解

決，創造が大事だ． 

若山：提言では，数学の応用での成果に対して，他分野・産業界の人を併せた，顕彰・

評価についても考えている．オーソライズされた場は，他のコミュニティへの提案でも

メリットがある． 

質問者 (5)：数学離れや就職の問題などで個人的にがっかりしていたが，このシンポジ

ウムでの話を聞けて良かった．IPMU のように，インターネットなどを活用して広報活

動を行うと良い．また，数学の応用での効果などの情報がオープンになれば，例えば将

来企業に入る人から伝わることもあると思う． 

質問者 (6)：以前勤めていた研究所では，レポートを書くときに，専門用語を使わずに，

誰にでも判るように説明することを，ディレクターが守ってやっていた．拠点において

も，プロジェクトの必要性の理解，説明の仕方などを含めた人材の養成が必要だ． 

質問者 (7)：数学が諸分野に寄与するときは，革命的な寄与をするが，簡単にはできな

いだろう．数学の価値をアピールするには，応用ではなく，文化的価値を一般の人に伝

えていくことが現実的で良いと思う． 

大島：数学には優秀な人材が集まるが，研究で成功できなかった人には世の中で活躍し

てもらいたいと思っている．また，最初から応用の好きな人もいるだろう．純粋に数学

をやっている人も，自分の意義などを考える時代になっているのではないか． 

質問者 (8)：コンサルタント的な役目においては，解りやすく説明をすることも大事だ

が，倫理性，医者でいう「患者は寄らしむべし知らしむべからず」という落とし穴に注

意する必要がある．数学嫌いも，教育におけるその問題が関係しているのではないか． 

大島：他分野や産業界からの質問には，一人でやるわけではなく，協力してやれば良い．

拠点は，情報のコミュニケーションの場の一つとしても大事だと思う． 
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シンポジウム「拡がっていく数学-社会からの期待」 プログラム 

 

 

【1 日目】 2009 年 2 月 22 日（月） 

 総合司会 大島利雄（東京大学大学院数理科学研究科長） 

 

 

13:05-13:25 

開会挨拶・来賓挨拶 

有川 節夫（九州大学総長） 

倉持 隆雄（文部科学省研究振興局審議官） 

 

 

 

 

 

 

第 1 部 

13:30-16:00 

背景と趣旨 

内丸 幸喜（文部科学省研究振興局基礎基盤研究課長） 

若山 正人（委託事業代表者、九州大学大学院数理学研究院長） 

三井斌友（同志社大学理工学部教授、名古屋大学名誉教授、前応用数理学会会長） 

各調査報告 

坪井  俊（日本数学会理事長、東京大学大学院数理科学研究科教授） 

細坪 護挙（九州大学客員准教授、文部科学省科学技術政策研究所研究官） 

谷口 説男（九州大学大学院数理学研究院教授） 

政策提言案説明 

若山 正人 

連携の実例紹介 

中川 淳一（新日本製鐵株式會社 先端技術研究所主幹研究員） 

Q&A 

16:00-16:40 休憩 

第 2 部 

16:40-17:30 

基調講演 

Tony F. Chan（香港科学技術大学学長、元 UCLA、前 NSF/DMS Associate Director) 

17:30- 1 日目閉会挨拶 

小島 憲道（東京大学理事・副学長） 

18:00- レセプション 

司会：谷口説男（九州大学大学院数理学研究院） 

挨拶：松宮徹（新日本製鐵株式会社 技術開発本部顧問） 

スピーチ：岩崎学（統計関連学会連合会理事・日本統計学会理事長） 

高田俊和（日本応用数理学会会長） 

小谷元子(日本数学会理事） 

（会場：東京大学駒場ファカルティハウス内  ルヴェ ソン ヴェール） 
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【2 日目】2009 年 2 月 23 日（火） 

 総合司会：室田一雄（東京大学大学院数理科学研究科教授） 

 パネルディスカッション司会：大島利雄（東京大学大学院数理科学研究科長） 

 

 

第 1 部 

10:05-10:40 

数学・数理科学界から 

高田 俊和（日本応用数理学会会長） 

北川源四郎（統計数理研究所長） 

坪井  俊（日本数学会理事長） 

第 2 部 

10:45-12:00 

CREST・さきがけ 

西浦 廉政（北海道大学電子科学研究所教授、JST 研究領域総括） 

「つながる知を目指してーJST 数学領域の活動と展望－」 

産業界から 

安生 健一（株式会社オー・エル・エム・デジタル取締役、R&D スーパバイザー） 

「デジタル映像表現を拡げる数学」 

森本 典繁（日本アイ・ビー・エム株式会社 理事・東京基礎研究所所長） 

「ビジネスの競争力を左右する技術 - 産業界における数理科学応用の拡がり」 

12:00-13:30 休憩 

第 3 部 

13:30-14:30 

関連分野から 

木村 英紀（理化学研究所 BSI‐トヨタ連携センター長） 

TBA 

国友 直人（東京大学経済学研究科教授） 

「経済・経営・金融の分野と数学・統計学の研究・教育：ノーベル経済学賞を題材に」 

14:30-14:55 休憩 

第 4 部 

14:55-17:00 

パネルディスカッション【数学と他分野・産業界との連携】 

＜パネリスト＞ 

青木 玲子（一橋大学経済研究所教授、総合科学技術会議議員） 

石井志保子（東京工業大学大学院理工学研究科教授、日本学術会議会員） 

木村 英紀（理化学研究所、BSI-トヨタ連携センター長） 

西浦 廉政（北海道大学電子科学研究所教授、JST 研究領域総括） 

三井 斌友（同志社大学理工学部教授） 

森田 康夫（東北大学教養教育院総長特命教授） 

森本 典繁（日本アイ・ビー・エム株式会社 理事・東京基礎研究所所長） 

若山 正人（九州大学） 

17:00- 閉会挨拶 

坪井 俊 
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 λ(x) = � φ(x, t)dt∞
0

 

φ(x, t) = λ(x)w(t) 
η(x, t) = � dx′ � dt′ η(x′ , t′ )φ(x − x′ , t − t′ ) + δ(t)a(x)t

0
∞

−∞
 

Φ(t) = 1 − � w(t′ )dt′t
0

 

P(x, t) = � η(x, t′t
0

)Φ(t − t′ )dt′  

 w(t) = 1
τ0 � t

τ0�α−1 Eα,α �− � t
τ0�α � ,      0 < � < 1 

Eα,β(z) = � zl
Γ(αl + β)

∞

t=0
,   z ∈ ℂ Mittag-Leffler

Random Walk Model 

(ℒℱP)(k, s)=1−(ℒ)(s)
s

(ℱa)(k)
1−(ℱλ)(k)(ℒw)(s) 

P(x, t) = � η(x, t′t
0

)Φ(t − t′ )dt′  

s(ℒℱP)(k, s) − (ℱa)(k) = s(ℒℱP)(k, s)(ℱλ)(k)(ℒw)(s) 
(ℒw)(s) = 1

1+τ0α sα    (ℱλ)(k) = exp �− σ2
2 k2� 

sα (ℒℱP)(k, s) − sα−1(ℱa)(k) = τ0−α � 1
m!

∞

m=1
�σ2

2 �
m

(−�k)2(ℒℱP)(k, s) 

sα (ℒℱP)(k, s) − sα−1(ℱa)(k) = � σ2
2τ0α

� (−�k)2(ℒℱP)(k, s) 

x t 

Random Walk Model 

sα (ℒℱP)(k, s) − sα−1(ℱa)(k) = � σ2
2τ0α

� (−�k)2(ℒℱP)(k, s) 

∂tα P(x, t) = � σ2
2τ0α

� ∂x2P(x, t) 

P(x, 0) = a(x) 

x t 

∂tα f(t) = 1
Γ(1 − α) � (t − τ)−αt

0
f ′ (τ)dτ,      0 < � < 1 

∂tα f(t) = f ′ (t),   α = 1     

(t=0) t 

α
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Random Walk Model 

t=0.1

t=1.0
t=10.0

t=0.05

t=0.2
t=1.0

Normal-diffusion α= Sub-diffusion α=0.5

α

 

 

2010 Nippon Steel Corporation. All Rights Reserved

α

∂tα P(x, t) = � σ2
2τ0α

� ∂x2P(x, t) 

Porous Media α

α

α

α∞

α α
α α

α α α α α∞→
SlowSlow

α α 
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Subject of specific fields on engineering Anomalous diffusion in soil

Generalization and evolution of subjects thorough industry use
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Continuous-Time Random Walk Model

 �
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Fractional Partial Differential Equation
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Definition of fractional order differential

Diagnosis and control of manufacturing process within inhomogeneous media

• Research for characteristics of a solution
• Theory of functional equation
• Inverse problem in determining α
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problem in determining α
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